
山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

五
八

第２号様式（第５条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

五
九

「
第
　
　
　
　
　
号
　

第
三
号
様
式
中
「
第
３
号
様
式
」
を
「
第
３
号
様
式
（
第
７
条
関
係
）」
に
、

年
　
　
月
　
　
日

を
「
年
　
　
月
　
　
日
」
に
、「
山
梨
県
知
事
　
氏
　
　
名
殿
」
を
「
山
梨
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

」」
に
、「
市
町
村
長
　
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
名
印
」
を
「
市
町
村
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

「
２
　
事
　
業
　
名

」
に
、「
づ
け
第
」
を
「
付
け
　
　
第
」
に
、

３
　
融
通
希
望
期
日
　
　
　
　
年
　
　
　
月

を
「
２
　
事
　
業
　
名
」
に
改
め
る
。

日
」第

四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

六
〇

第４号様式（第７条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

六
一

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
市
町
村
振
興
資
金
条
例
施
行
規

則
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
て
い
る
申
込
書
そ
の
他
の
書
類
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山

梨
県
市
町
村
振
興
資
金
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
た
申
込
書
そ
の
他
の
書
類
と
み

な
す
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
六
号

山
梨
県
辺
地
振
興
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
辺
地
振
興
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
辺
地
振
興
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
辺
地
対
策
事
業
計
画
書
（
第
二
号
様
式
）」
を
「
次
に
掲
げ
る
書
類
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

一
　
辺
地
対
策
事
業
計
画
書
（
第
二
号
様
式
）

二
　
事
業
の
設
計
書
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
概
要
書

三
　
事
業
の
施
行
箇
所
等
を
明
確
に
図
示
し
た
辺
地
の
地
図

第
九
条
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三
　
完
成
検
査
調
書
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

六
二

第２号様式（第７条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

六
三

「
文
　
書
　
番
　
号

第
三
号
様
式
中
「
第
３
号
様
式
」
を
「
第
３
号
様
式
（
第
９
条
関
係
）」
に
、

年
　
　
月
　
　
日

を
「
年
　
　
月
　
　
日
」
に
、「
山
梨
県
知
事
　
氏
　
　
名
殿
」
を
「
山
梨
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

」」
に
、「
市
町
村
長
　
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
名
印
」
を
「
市
町
村
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

」
に
、「
年
度
辺
地
振
興
資
金
に
つ
い
て
、
下
記
」
を
「
年
　
　
月
　
　
日
付
け
　
　
第
　
　
号
で
内

「
２
　
事

定
の
あ
つ
た
　
　
年
度
辺
地
振
興
資
金
を
次
」
に
、「
い
た
し
た
い
」
を
「
し
た
い
」
に
、

３
　
借

業
　
　
名

を
「
２
　
事
　
業
　
名
」
に
改
め
る
。

入
希
望
期
日
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
」

第
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

六
四

第４号様式（第９条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

六
五

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
辺
地
振
興
条
例
施
行
規
則
の
規

定
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
て
い
る
申
込
書
そ
の
他
の
書
類
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
辺

地
振
興
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
た
申
込
書
そ
の
他
の
書
類
と
み
な
す
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
七
号

山
梨
県
過
疎
地
域
振
興
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
過
疎
地
域
振
興
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
過
疎
地
域
振
興
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
過
疎
対
策
事
業
計
画
（
第
二
号
様
式
）」
を
「
次
に
掲
げ
る
書
類
」
に
改
め
、
同
条
に

次
の
三
号
を
加
え
る
。

一
　
過
疎
対
策
事
業
計
画
書
（
第
二
号
様
式
）

二
　
事
業
の
設
計
書
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
概
要
書

三
　
事
業
の
施
行
箇
所
等
を
明
確
に
図
示
し
た
地
図

第
八
条
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三
　
完
成
検
査
調
書
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

六
六

第２号様式（第６条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

六
七

「
文
　
書
　
番
　
号

第
三
号
様
式
中
「
第
３
号
様
式
」
を
「
第
３
号
様
式
（
第
９
条
関
係
）」
に
、

年
　
　
月
　
　
日

を
「
年
　
　
月
　
　
日
」
に
、「
山
梨
県
知
事
　
氏
　
　
名
殿
」
を
「
山
梨
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

」」
に
、「
市
町
村
長
　
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
名
印
」
を
「
市
町
村
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

」
に
、「
年
度
過
疎
地
域
振
興
資
金
に
つ
い
て
、」
を
「
年
　
　
月
　
　
日
付
け
　
　
第
　
　
号
で
内

「
２
　
事
　
業
　
名

定
の
あ
つ
た
　
　
年
度
過
疎
地
域
振
興
資
金
を
」
に
、

３
　
借
入
希
望
期
日
　
　
　
　
年
　
　
　
月

を
「
２
　
事
　
業
　
名
」
に
改
め
る
。

日
」

第
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

六
八

第４号様式（第８条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

六
九

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
過
疎
地
域
振
興
条
例
施
行
規
則

の
規
定
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
て
い
る
申
込
書
そ
の
他
の
書
類
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨

県
過
疎
地
域
振
興
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
た
申
込
書
そ
の
他
の
書
類
と
み
な

す
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
八
号

山
梨
県
高
齢
者
居
室
等
整
備
資
金
及
び
重
度
心
身
障
害
者
居
室
等
整
備
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
高
齢
者
居
室
等
整
備
資
金
及
び
重
度
心
身
障
害
者
居
室
等
整
備
資
金
貸
付
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
高
齢
者
居
室
等
整
備
資
金
及
び
重
度
心
身
障
害
者
居
室
等
整
備
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
当
該
重
度
心
身
障
害
者
の
心
身
障
害
の
等
級
を
証
す
る
所
轄
福
祉
事
務
所
長
の

証
明
書
」
を
「
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
山
梨
県
療
育
手
帳
交
付
規
則
（
平
成
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
九

号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
療
育
手
帳
（
こ
れ
に
類
す
る
手
帳
で
、
他
の
都
道
府
県
知
事
又
は
地
方
自
治
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
の
市

長
が
交
付
し
た
も
の
を
含
む
。）
の
写
し
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
中
「
条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
貸
付
け
の
決
定
を
し
た
日
の
資
金
運
用
部
資
金
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
資
金
運
用
部
資
金
の
地
方
公
共
団
体
に

対
す
る
貸
付
け
に
係
る
」
を
「
財
政
融
資
資
金
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
号
）
第
二
条
に
規
定
す

る
財
政
融
資
資
金
で
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
住
宅
整
備
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
事
業
の
財
源
と
し
て

地
方
公
共
団
体
に
貸
し
付
け
る
も
の
に
係
る
条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
貸
付
け
の
決
定
を
し
た
日

の
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
四
号
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十

五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
高
齢
者
居
室
等
整
備
資
金
及
び
重
度
心
身
障
害
者
居
室
等
整

備
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
貸
付
け
を
行
う
高
齢
者
居

室
等
整
備
資
金
及
び
重
度
心
身
障
害
者
居
室
等
整
備
資
金
（
以
下
「
居
室
等
整
備
資
金
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
貸
付
け
を
行
っ
た
居
室
等
整
備
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
九
号

山
梨
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
」
を
「
、
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
」
に
改
め
、「
省
令
」

と
い
う
。）」
の
下
に
「
及
び
里
親
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十

五
号
。
以
下
「
里
親
省
令
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
里
親
の
認
定
及
び
登
録
の
申
請
）

第
八
条

里
親
省
令
第
六
条
第
一
項
（
里
親
省
令
第
十
五
条
、
第
十
七
条
及
び
第
二
十
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
第
九
条
（
里
親
省
令
第
十
七
条
及
び
第
二
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
里
親
認
定
（
登
録
）
申
請
書
（
第
五
号
様
式
）
に
よ
り

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
里
親
の
認
定
及
び
登
録
の
取
消
し
の
申
請
）

第
八
条
の
二

里
親
省
令
第
八
条
第
五
号
（
里
親
省
令
第
十
五
条
、
第
十
七
条
及
び
第
二
十
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
第
十
一
条
第
三
号
（
里
親
省
令
第
十
七
条
及
び
第
二
十
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
里
親
認
定
（
登
録
）
取
消
申
請
書
（
第

五
号
様
式
の
二
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
里
親
の
登
録
の
更
新
の
申
請
）

第
八
条
の
三

里
親
省
令
第
十
条
第
一
項
（
里
親
省
令
第
十
七
条
及
び
第
二
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
更
新
の
申
請
は
、
里
親
登
録
更
新
申
請
書
（
第
五
号
様
式
の
三
）

に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

七
〇

（
里
親
の
登
録
の
変
更
の
届
出
等
）

第
八
条
の
四

里
親
省
令
第
十
三
条
第
一
項
（
里
親
省
令
第
十
五
条
、
第
十
七
条
及
び
第
二
十
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
里
親
登
録
変
更
届
（
第
五
号
様
式
の
四
）

又
は
里
親
受
託
児
童
事
故
発
生
届
（
第
五
号
様
式
の
五
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
里
親
省
令
第
十
三
条
第
二
項
（
里
親
省
令
第
十
五
条
、
第
十
七
条
及
び
第
二
十
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
里
親
受
託
児
童
辞
退
届
（
第
五
号
様
式
の
六
）
に

よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
護
受
託
者
の
希
望
の
申
出
）

第
八
条
の
五

省
令
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
保
護
受
託
者
希
望
申
出
書
（
第
六
号
様
式
）

に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
の
二
の
見
出
し
中
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
」
を
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
」
に

改
め
、
同
条
中
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
開
始
届
」
を
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
開
始
届
」
に

改
め
る
。

第
十
二
条
の
三
の
見
出
し
中
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
」
を
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
」
に

改
め
、
同
条
中
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
変
更
届
」
を
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
変
更
届
」
に

改
め
る
。

第
十
二
条
の
四
の
見
出
し
中
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
」
を
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
」
に

改
め
、
同
条
中
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
廃
止
（
休
止
）
届
」
を
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
廃

止
（
休
止
）
届
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
里
親
希
望
申
出
書
及
び
保
護
受
託
者
希
望
申
出
書
」
を
「
第
八
条
か
ら
第
八
条
の
五

ま
で
に
規
定
す
る
書
類
」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

七
一

第５号様式（第８条関係）

次のとおり里親になることを希望しますので、里親の認定等に関する省令第６条第１
項（第１５条、第１７条及び第２０条において準用する場合を含む。）及び第９条（第
１７条及び第２０条において準用する場合を含む。）の規定により申請します。

里親希望者
及びその者
と同居する
者



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

七
二

第
五
号
様
式
の
次
に
次
の
五
様
式
を
加
え
る
。

第５号様式の2（第８条の２関係）

次の里親の認定（登録）を取り消したいので、里親の認定等に関する省令第８条第５
号（第１５条、第１７条及び第２０条において準用する場合を含む。）及び第１１条第
３号（第１７条及び第２０条において準用する場合を含む。）の規定により申請します。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

七
三

第５号様式の３（第８条の３関係）

次の里親の登録を更新したいので、里親の認定等に関する省令第１０条第１項（第１７
条及び第２０条において準用する場合を含む。）の規定により申請します。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

七
四

第５号様式の４（第８条の４関係）

次のとおり登録を受けた事項に変更があったので、里親の認定等に関する省令第１３
条第１項（第１５条、第１７条及び第２０条において準用する場合を含む。）の規定に
より届け出ます。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

七
五

第５号様式の５（第８条の４関係）

次のとおり受託している児童について事故が発生したので、里親の認定等に関する省
令第１３条第１項（第１５条、第１７条及び第２０条において準用する場合を含む。）
の規定により届け出ます。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

七
六

第５号様式の６（第８条の４関係）

次のとおり受託している児童の養育が困難になったので、里親の認定等に関する省令
第１３条第２項（第１５条、第１７条及び第２０条において準用する場合を含む。）の
規定により届け出ます。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

七
七

第
六
号
様
式
中
「
第
６
号
様
式
（
第
８
条
関
係
）」
を
「
第
６
号
様
式
（
第
８
条
の
５
関
係
）」
に

改
め
る
。

第
十
号
様
式
の
二
中
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
開
始
届
」
を
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
開
始

届
」
に
、「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
を
」
を
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
を
」
に
、「
又
は
児
童

短
期
入
所
事
業
を
」
を
「
、
児
童
短
期
入
所
事
業
又
は
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
」
に
、「（
に
係

る
」
を
「
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
に
係
る
」
に
改
め
る
。

第
十
号
様
式
の
三
中
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
変
更
届
」
を
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
変
更

届
」
に
改
め
、「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
に
」
を
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
に
」
に
改
め
る
。

第
十
号
様
式
の
四
中
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
廃
止
（
休
止
）
届
」
を
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事

業
等
廃
止
（
休
止
）
届
」
に
改
め
、「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
を
」
を
「
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業

等
を
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
規
定

に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
児
童
福
祉
法
施
行
細

則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
書
類
と
み
な
す
。

山
梨
県
規
則
第
五
十
号

山
梨
県
立
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
立
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
立
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
立
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
設
置
」
の
下
に
「
及
び
管
理
」
を
、「
昭
和
四
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
四
号
」
の
下

に
「
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。」
を
加
え
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
定
員
」
を
「
措
置
入
所
に
係
る
定
員
」
に
改
め
、
同
条
中
「
業
務
の
区
分

に
よ
る
入
所
」
を
「
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第

三
号
及
び
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の

規
定
に
よ
る
入
所
（
以
下
「
措
置
入
所
」
と
い
う
。）
に
係
る
業
務
ご
と
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
短
期
入
所
事
業
等
の
定
員
）

第
二
条
の
二

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
利
用
区
分
ご
と
の
定
員
は
、
そ
れ
ぞ
　

れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

利
　
　
用
　
　
区
　
　
分

定
　
　
　
　
　
員

一
　
条
例
第
四
条
の
表
一
の
項
の
児
童
短
期
入
所
事

業
（
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項

一
〇
人

の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。）

二
　
条
例
第
四
条
の
表
二
の
項
の
知
的
障
害
者
短
期

入
所
事
業
（
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条
の
三

九
人

十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。）

三
　
条
例
第
四
条
の
表
三
の
項
の
知
的
障
害
者
更
生
一
〇
五
人
（
通
所
に
よ
る
知
的
障
害
者

施
設
支
援

更
生
施
設
支
援
を
受
け
る
者
一
五
人
を

含
む
。）

第
三
条
中
「
入
所
者
」
を
「
措
置
入
所
に
係
る
者
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
知
的
障
害
者
援
護
施
設
に
入
所
」
を
「
セ
ン
タ
ー
の

知
的
障
害
者
更
生
施
設
に
措
置
入
所
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
入
所
者
が
」
を
「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
に
措
置
入
所
を
し
て
い
る
者
（
以
下
「
知

的
障
害
者
更
生
施
設
措
置
入
所
者
」
と
い
う
。）
は
、」
に
、「
事
由
」
を
「
理
由
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
入
所
者
」
を
「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
措
置
入
所
者
」
に
、「
一
に
」
を
「
い
ず
れ

か
に
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
入
所
者
」
を
「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
措
置
入
所
者
」
に
、

「
行
う
者
」
を
「
行
う
市
町
村
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
入
所
定
員
の
項
中
「
一
〇
五
人
（
通
所
に
よ
る
入
所
者
一
五
人
を
含
む
。）」
を
「
第

二
条
の
二
の
表
三
の
項
の
定
員
内
」
に
改
め
、
同
表
入
所
期
間
の
項
中
「
五
年
」
を
「
三
年
」
に
改

め
る
。

別
表
第
二
費
用
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

費
　
用

知
事
が
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
出

市
町
村
長
が
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
り

し
た
額

算
出
し
た
額

（
山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
年
山
梨
県
規
則
第
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
昭
和
五
十
年
山
梨
県
条
例
第
三
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。」
を
加



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

七
八

え
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
定
員
」
を
「
措
置
入
所
に
係
る
定
員
」
に
改
め
、
同
条
中
「
業
務
の
区
分

に
よ
る
入
所
」
を
「
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第

三
号
及
び
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
八
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
入
所
（
以
下
「
措
置
入
所
」
と
い
う
。）
に
係
る
業
務
ご
と
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。

（
身
体
障
害
者
更
生
施
設
支
援
を
受
け
る
者
の
定
員
）

第
二
条
の
二

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
条
例
第
四
条
第
三
項
の
表
四
の
項
の
身
体
障
害
者
更
生
施
設
支

援
を
受
け
る
者
の
定
員
は
、
六
十
人
と
す
る
。

第
三
条
中
「
入
所
者
」
を
「
措
置
入
所
に
係
る
者
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
身
体
障
害
者
更
生
施
設
に
入
所
」
を
「
セ
ン
タ
ー
の
身
体
障
害
者
更
生
施
設

に
措
置
入
所
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
入
所
し
て
い
る
者
（
以
下
「
身
体
障
害
者
更
生
施
設
入
所
者
」
と
い
う
。）
が
」
を

「
措
置
入
所
を
し
て
い
る
者
（
以
下
「
身
体
障
害
者
更
生
施
設
措
置
入
所
者
」
と
い
う
。）
は
、」
に
、

「
事
由
」
を
「
理
由
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
身
体
障
害
者
更
生
施
設
入
所
者
」
を
「
身
体
障
害
者
更
生
施
設
措
置
入
所
者
」
に
、

「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
身
体
障
害
者
更
生
施
設
入
所
者
」
を
「
身
体
障
害
者
更
生
施
設
措
置
入
所
者
」
に
、

「
市
の
福
祉
事
務
所
の
長
又
は
町
村
の
長
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
入
所
定
員
の
項
中
「
六
〇
人
」
を
「
第
二
条
の
二
の
定
員
内
」
に
改
め
、
同
表
入
所
期

間
の
項
中
「
五
年
」
を
「
三
年
」
に
改
め
る
。

「

知
事
が
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額

別
表
第
二
費
用
の
項
中
　
　

「

知
事
が
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額
　
市
町
村
長
が
別
に
定
め
る

を

り
算
定
し
た
額

」

基
準
に
よ

に
改
め
る
。

」

（
山
梨
県
立
青
い
鳥
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

山
梨
県
立
青
い
鳥
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
山
梨
県

規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
昭
和
五
十
一
年
山
梨
県
条
例
第
二
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。」
を

加
え
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
定
員
」
を
「
措
置
入
所
に
係
る
定
員
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
業
務
の
区

分
に
よ
る
」
を
「
に
お
け
る
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
六
条

第
一
項
第
二
号
及
び
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一

号
の
規
定
に
よ
る
入
所
（
以
下
「
措
置
入
所
」
と
い
う
。）
に
係
る
業
務
ご
と
の
」
に
改
め
、
同
条

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
知
的
障
害
者
更
生
施
設
支
援
を
受
け
る
者
の
定
員
）

第
二
条
の
二

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
条
例
第
五
条
第
一
項
の
表
二
の
項
の
知
的
障
害
者
更
生
施
設
支

援
を
受
け
る
者
の
定
員
は
、
六
十
名
と
す
る
。

第
三
条
を
削
る
。

第
四
条
中
「
入
所
」
を
「
措
置
入
所
」
に
、「
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三

条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
入
所
」
を
「
措
置
入
所
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
入
所
の
」
を
「
措
置
入
所
の
」
に
、「
施
設
長
」
を
「
社
会
福
祉
法
人
山
梨

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（
以
下
「
管
理
受
託
者
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

２
　
身
元
引
受
人
が
死
亡
し
た
場
合
又
は
そ
の
資
格
を
失
つ
た
場
合
は
、別
の
身
元
引
受
人
を
定
め
、

前
項
の
例
に
よ
り
直
ち
に
管
理
受
託
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

３
　
身
元
引
受
人
は
、
住
所
又
は
氏
名
を
変
更
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
管
理
受
託
者
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
中
「
の
入
所
者
が
」
を
「
に
措
置
入
所
を
し
て
い
る
者
（
以
下
「
知
的
障
害
者
更
生
施
設

等
措
置
入
所
者
」
と
い
う
。）
は
、」
に
、「
事
由
」
を
「
理
由
」
に
、「
の
上
施
設
長
」
を
「
の
う

え
管
理
受
託
者
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
施
設
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
、「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
入
所
者
」
を

「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
措
置
入
所
者
」
に
、「
の
上
」
を
「
の
う
え
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号

中
「
第
四
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
九
条
中
「
施
設
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
、「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
入
所
者
」
を

「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
措
置
入
所
者
」
に
、「
を
経
由
し
て
、」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
条
を

第
八
条
と
す
る
。

第
十
条
を
削
る
。

別
表
第
一
知
的
障
害
者
更
生
施
設
の
項
中
「
六
十
名
」
を
「
第
二
条
の
二
の
定
員
内
」
に
、「
五

年
」
を
「
三
年
」
に
改
め
る
。
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別
表
第
二
中
「
別
表
第
二
（
第
五
条
関
係
）」
を
「
別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「
第
１
号
様
式
（
第
６
条
関
係
）」
を
「
第
１
号
様
式
（
第
５
条
関
係
）」
に
、

「
施
設
長
（
氏
名
）」
を
「
社
会
福
祉
法
人
　
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
中
「
第
２
号
様
式
（
第
９
条
関
係
）」
を
「
第
２
号
様
式
（
第
８
条
関
係
）」
に
、

「
施
設
長
」
を
「
社
会
福
祉
法
人
　
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」
に
、「
な
お
、」
を
「
な
お
、
身
元
引
受

人
は
、」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
き
ぼ
う
の
家
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

山
梨
県
立
き
ぼ
う
の
家
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
四

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
昭
和
五
十
一
年
山
梨
県
条
例
第
二
十
五
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。」

を
加
え
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「（
措
置
入
所
に
係
る
定
員
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
き
ぼ
う
の
家
」
と
い

う
。）」
の
下
に
「
に
お
け
る
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第

十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
入
所
（
以
下
「
措
置
入
所
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
一
号

中
「
百
人
」
を
「
第
二
条
の
二
の
身
体
障
害
者
療
護
施
設
支
援
を
受
け
る
者
の
定
員
内
」
に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
二
十
人
」
を
「
第
二
条
の
二
の
身
体
障
害
者
授
産
施
設
支
援
を
受
け
る
者
の
定
員

内
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
身
体
障
害
者
療
護
施
設
支
援
等
を
受
け
る
者
の
定
員
）

第
二
条
の
二

き
ぼ
う
の
家
に
お
け
る
条
例
第
五
条
第
一
項
の
表
二
の
項
の
身
体
障
害
者
療
護
施
設

支
援
及
び
身
体
障
害
者
授
産
施
設
支
援
を
受
け
る
者
の
定
員
は
、
前
者
に
あ
つ
て
は
百
人
、
後
者

に
あ
つ
て
は
二
十
人
と
す
る
。

第
三
条
中
「（
以
下
「
療
護
施
設
」
と
い
う
。）」
及
び
「（
以
下
「
授
産
施
設
」
と
い
う
。）」
を

削
り
、「
入
所
」
を
「
措
置
入
所
」
に
、「
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
療
護
施
設
又
は
授
産
施
設
に
入
所
」
を
「
き
ぼ
う
の
家
の
身
体
障
害
者
療
護

施
設
又
は
身
体
障
害
者
授
産
施
設
に
措
置
入
所
」
に
、「
療
護
施
設
又
は
授
産
施
設
の
長
（
以
下

「
施
設
の
長
」
と
い
う
。）」
を
「
社
会
福
祉
法
人
山
梨
県
社
会
福
祉
事
業
団
（
以
下
「
管
理
受
託
者
」

と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
施
設
の
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
改
め

る
。第

五
条
中
「
療
護
施
設
又
は
授
産
施
設
の
入
所
者
が
」
を
「
措
置
入
所
を
し
て
い
る
者
（
以
下

「
措
置
入
所
者
」
と
い
う
。）
は
、」
に
、「
施
設
の
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
施
設
の
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
、「
療
護
施
設
又
は
授
産
施
設
の
入
所
者
」
を

「
措
置
入
所
者
」
に
、「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
市
の
福
祉
事
務
所
の
長
又
は
町
村
の
長
」

を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
施
設
の
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
、「
療
護
施
設
又
は
授
産
施
設
の
入
所
者
」
を

「
措
置
入
所
者
」
に
、「
市
の
福
祉
事
務
所
の
長
又
は
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、」
を
「
市
町
村
及
び
」

に
改
め
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
二
号
様
式
中
「
な
お
、」
を
「
な
お
、
身
元
引
受
人
は
、」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
知
的
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

山
梨
県
立
知
的
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県

規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
条
例
第
八
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。」
を

加
え
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
定
員
」
を
「
措
置
入
所
に
係
る
定
員
」
に
改
め
、
同
条
中
「
も
え
ぎ
寮
」

と
い
う
。）」
の
下
に
「
に
お
け
る
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第

十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
入
所
（
以
下
「
措
置
入
所
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条

第
一
号
イ
中
「
六
十
五
人
（
通
所
に
よ
る
入
所
者
十
五
人
を
含
む
。）」
を
「
第
二
条
の
二
の
表
二

の
項
の
定
員
内
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
五
十
九
人
（
通
所
に
よ
る
入
所
者
十
九
人
を
含
む
。）」

を
「
第
二
条
の
二
第
二
項
の
定
員
内
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
五
年
」
を
「
三
年
」
に
改
め
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
短
期
入
所
事
業
等
の
定
員
）

第
二
条
の
二

梨
の
実
寮
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
利
用
区
分
ご
と
の
定
員
は
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

利
　
　
用
　
　
区
　
　
分

定
　
　
　
　
　
員

一
　
条
例
第
六
条
第
一
項
の
表
一
の
項
の
知
的
障
害

者
短
期
入
所
事
業
（
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
五

六
人

条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む

。）
二
　
条
例
第
六
条
第
一
項
の
表
二
の
項
の
知
的
障
害
六
十
五
人
（
通
所
に
よ
る
知
的
障
害
者

者
授
産
施
設
支
援

授
産
施
設
支
援
を
受
け
る
者
十
五
人
を

含
む
。）

三
　
条
例
第
六
条
第
一
項
の
表
三
の
項
の
児
童
短
期

入
所
事
業
（
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
二
十
五

六
人

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。）

２
　
も
え
ぎ
寮
に
お
け
る
条
例
第
六
条
第
一
項
の
表
二
の
項
の
知
的
障
害
者
授
産
施
設
支
援
を
受
け

る
者
の
定
員
は
、
五
十
九
人
（
通
所
に
よ
る
知
的
障
害
者
授
産
施
設
支
援
を
受
け
る
者
十
九
人
を

�
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含
む
。）
と
す
る
。

第
三
条
中
「
入
所
中
」
を
「
措
置
入
所
」
に
、「
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
入
所
の
」
を
「
措
置
入
所
の
」
に
、「
梨
の
実
寮
又
は
も
え
ぎ
寮
の
長
（
以

下
「
施
設
長
」
と
い
う
。）」
を
「
社
会
福
祉
法
人
山
梨
県
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
又
は
社
会
福
祉
法

人
山
梨
県
社
会
福
祉
事
業
団
（
以
下
「
管
理
受
託
者
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び

第
三
項
中
「
施
設
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
入
所
者
が
」
を
「
措
置
入
所
を
し
て
い
る
者
（
以
下
「
措
置
入
所
者
」
と
い
う
。）

は
、」
に
、「
施
設
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
施
設
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
、「
入
所
者
」
を
「
措
置
入
所
者
」
に
、「
一
に
」

を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
援
護
の
実
施
機
関
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
施
設
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
、「
入
所
者
」
を
「
措
置
入
所
者
」
に
、「
援
護

の
実
施
機
関
を
経
由
し
て
、」
を
「
市
町
村
及
び
」
に
改
め
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
二
号
様
式
中
「
な
お
、」
を
「
な
お
、
身
元
引
受
人
は
、」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

山
梨
県
立
重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
山

梨
県
規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
立
身
体
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則

第
一
条
中
「
山
梨
県
立
重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
」
を
「
山
梨
県
立
身
体

障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
」
に
改
め
、「
昭
和
五
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
号
」
の

下
に
「
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。」
を
加
え
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「（
措
置
入
所
に
係
る
定
員
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
あ
さ
ひ
ワ
ー
ク
ホ
ー

ム
」
と
い
う
。）」
の
下
に
「
に
お
け
る
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十

三
号
）
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
入
所
（
以
下
「
措
置
入
所
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
六

十
五
人
（
通
所
に
よ
る
入
所
者
十
五
人
を
含
む
。）」
を
「
第
二
条
の
二
の
表
二
の
項
の
定
員
内
」

に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
短
期
入
所
事
業
等
の
定
員
）

第
二
条
の
二

あ
さ
ひ
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
利
用
区
分
ご
と
の
定
員

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

利
　
　
用
　
　
区
　
　
分

定
　
　
　
　
　
員

一
　
条
例
第
五
条
第
一
項
の
表
一
の
項
の
身
体
障
害

者
短
期
入
所
事
業
（
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
八

三
人

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。）

二
　
条
例
第
五
条
第
一
項
の
表
二
の
項
の
身
体
障
害
六
十
五
人
（
通
所
に
よ
る
身
体
障
害
者

者
授
産
施
設
支
援

授
産
施
設
支
援
を
受
け
る
者
十
五
人
を

含
む
。）

三
　
条
例
第
五
条
第
一
項
の
表
三
の
項
の
児
童
短
期

入
所
事
業
（
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
二
十
五

七
人

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。）

四
　
条
例
第
五
条
第
一
項
の
表
四
の
項
の
知
的
障
害

者
短
期
入
所
事
業
（
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
五

七
人

条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む

。）

第
三
条
中
「
入
所
」
を
「
措
置
入
所
」
に
、「
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
入
所
の
」
を
「
措
置
入
所
の
」
に
、「
あ
さ
ひ
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
の
長
（
以
下

「
所
長
」
と
い
う
。）」
を
「
社
会
福
祉
法
人
山
梨
県
身
体
障
害
者
援
護
協
会
（
以
下
「
管
理
受
託

者
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
所
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
改
め

る
。第

五
条
中
「
入
所
者
が
」
を
「
措
置
入
所
を
し
て
い
る
者
（
以
下
「
措
置
入
所
者
」
と
い
う
。）

は
、」
に
、「
所
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
所
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
、「
入
所
者
」
を
「
措
置
入
所
者
」
に
、「
一
に
」

を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
市
の
福
祉
事
務
所
の
長
又
は
町
村
の
長
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
所
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
、「
入
所
者
」
を
「
措
置
入
所
者
」
に
、「
市
の
福

祉
事
務
所
の
長
又
は
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、」
を
「
市
町
村
及
び
」
に
改
め
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
二
号
様
式
中
「
な
お
、」
を
「
な
お
、
身
元
引
受
人
は
、」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
は
ま
な
し
寮
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

山
梨
県
立
は
ま
な
し
寮
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
山
梨
県
規
則
第
七
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
平
成
七
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
八
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。」
を

加
え
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「（
措
置
入
所
に
係
る
定
員
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
は
ま
な
し
寮
」
と
い

う
。）」
の
下
に
「
に
お
け
る
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第

十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
入
所
（
以
下
「
措
置
入
所
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
五
十
人
」
を

�
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「
第
二
条
の
二
の
表
二
の
項
の
定
員
内
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
短
期
入
所
事
業
等
の
定
員
）

第
二
条
の
二

は
ま
な
し
寮
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
利
用
区
分
ご
と
の
定
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

利
　
　
用
　
　
区
　
　
分

定
　
　
　
　
　
員

一
　
条
例
第
五
条
第
一
項
の
表
一
の
項
の
身
体
障
害

者
短
期
入
所
事
業
（
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
八

五
人

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。）

二
　
条
例
第
五
条
第
一
項
の
表
二
の
項
の
身
体
障
害

五
十
人

者
療
護
施
設
支
援

三
　
条
例
第
五
条
第
一
項
の
表
三
の
項
の
児
童
短
期

入
所
事
業
（
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
二
十
五

五
人

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。）

四
　
条
例
第
五
条
第
一
項
の
表
四
の
項
の
知
的
障
害

者
短
期
入
所
事
業
（
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
五

五
人

条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む

。）

第
三
条
中
「
入
所
」
を
「
措
置
入
所
」
に
、「
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
入
所
の
」
を
「
措
置
入
所
の
」
に
、「
は
ま
な
し
寮
の
長
（
以
下
「
施
設
長
」

と
い
う
。）」
を
「
社
会
福
祉
法
人
山
梨
県
社
会
福
祉
事
業
団
（
以
下
「
管
理
受
託
者
」
と
い
う
。）」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
施
設
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
は
ま
な
し
寮
の
入
所
者
が
」
を
「
措
置
入
所
を
し
て
い
る
者
（
以
下
「
措
置
入
所
者
」

と
い
う
。）
は
、」
に
、「
の
上
、
施
設
長
」
を
「
の
う
え
管
理
受
託
者
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
施
設
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
、「
は
ま
な
し
寮
の
入
所
者
」
を
「
措
置
入
所
者
」

に
、「
市
の
福
祉
事
務
所
の
長
又
は
町
村
の
長
」
を
「
市
町
村
」
に
、「
の
上
、」
を
「
の
う
え
」
に

改
め
る
。

第
七
条
中
「
施
設
長
」
を
「
管
理
受
託
者
」
に
、「
は
ま
な
し
寮
の
入
所
者
」
を
「
措
置
入
所
者
」

に
、「
市
の
福
祉
事
務
所
の
長
又
は
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、」
を
「
市
町
村
及
び
」
に
改
め
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
二
号
様
式
中
「
な
お
、」
を
「
な
お
、
身
元
引
受
人
は
、」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
五
十
一
号

山
梨
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
聴
覚
・
平
衡
・
音
声
・
言
語
又
は
そ
し
や
く
の
機
能
障
害
の
状
況
及
び
所
見
の
様
式
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

八
一
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